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、
ポ
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セ
チ
ア

や
シ
ク
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ン
と
い
っ
た
洋
花
、
春
の
七
草

そ
し
て
、
都
市
部
で
生
産
さ
れ
る
た
め
、
同

じ
気
候
の
都
市
部
で
も
育
て
や
す
い
こ
と
が

特
長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
東
京
の
夏
の
一
大
風
物
詩
「
入
谷
の
朝
顔

市
」
は
、
大
正
時
代
に
一
度
は
途
絶
え
ま
し

た
が
、
戦
後
（
昭
和
23
年
）
に
復
活
し
た
の

は
、
江
戸
川
区
の
花
卉
農
家
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も

こ
の
朝
顔
市
で
並
ぶ
お
よ
そ
10
万
鉢
の
朝
顔

の
う
ち
、
約
７
割
を
出
荷
し
て
お
り
、
江
戸

川
区
は
朝
顔
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
顔
の
出
荷
最
盛
期
に
な
る
７
月
は
、
区

内
の
園
芸
農
家
で
蕾
に
十
分
な
栄
養
が
届
く

よ
う
に
咲
き
終
わ
っ
た
花
を
摘
む
＂
花
殻
摘

み
＂
や
伸
び
た
つ
る
を 

＂
行あ

ん

灯ど
ん

＂（
つ
る
を

絡
ま
せ
る
た
め
の
円
柱
形
の
骨
組
み
）
に
絡

ま
せ
る
＂
つ
る
巻
＂
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
さ
れ
る
朝
顔
を
身
近
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
区
内
で
は
毎
年
７
月
に

「
江
戸
川
松
江
銀
座
朝
顔
市
」
や
「
小
岩
あ

さ
が
お
市
」
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
区

民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

夏
に
魅
力
が
花
開
く 

伝
統
工
芸
品

　
江
戸
川
区
に
は
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぐ
職

人
が
多
数
活
躍
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
江

戸
風
鈴
や
江
戸
扇
子
な
ど
、
夏
に
最
盛
期
を

迎
え
る
伝
統
工
芸
品
が
多
く
、
区
内
に
季
節

の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
特
産
の
金
魚
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や

美
大
生
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
現
代
風
の
商
品
な
ど
、
豊
富
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
江
戸
風
鈴

　
江
戸
風
鈴
は
、
江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ
て

い
る
ガ
ラ
ス
風
鈴
で
、
長
い
竿
で
吹
き
な
が

ら
空
中
で
ガ
ラ
ス
を
膨
ら
ま
せ
る
「
宙
吹

き
」
と
言
う
伝
統
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
振
り
管
が
わ
ず
か
に
触
れ
た
だ

け
で
も
音
色
が
響
く
よ
う
「
ギ
ザ
ギ
ザ
を
残

し
た
鳴
り
口
」
と
、「
ガ
ラ
ス
の
内
側
か
ら

の
絵
付
け
」
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
風
に
揺
ら
れ
響
く
風
鈴
の
音
は
、
日
本
の

夏
に
涼
し
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

の
寄
植
え
や
花
壇
苗
な
ど
の
多
種
類
の
草
花

が
生
産
さ
れ
、
鉢
物
の
卸
売
り
も
増
え
て
い

き
ま
し
た
。

　
江
戸
川
区
で
生
産
さ
れ
る
草
花
は
、
丹
精

込
め
て
育
て
ら
れ
て
い
る
た
め
丈
夫
で
す
。

最盛期には23軒あった養殖業者も２軒を
残すのみとなった。しかし、今も良質な
金魚の生産地の伝統を守り続けている

江戸川区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”
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江戸川区の金魚のイベント
季節のお出かけスポット

朝顔は、７月の出荷
最盛期まで丹精込め
て育てられる。また、
区内では朝顔市が開
かれるなど、夏の風
物詩として定着して
いる（朝顔の出荷の
様子（下）と小岩あさ
がお市の様子（左））

「江戸川区特産金魚まつり」は夏の風物詩
として定着している

　首都圏の生産業者が丹精込めて育てた「琉金」や「和
わ

金
きん

」
などを出品し、15種、約９万匹が仲買人に競り落とされます。

金魚の初競り月3

　伝統的な金魚をはじめ、多彩な観賞魚が580個の水
槽で展示されました。また「観賞魚ディスプレイコン
テスト」や「特選高級金魚オークション」など、たく
さんの催しが行われ、３日間で約３万人が訪れました。

日本観賞魚フェア月4

　金魚を身近に感じる夏のイベントとして親しまれていま
す。第45回となる今年度は、７月23日（土）、24日（日）
に開催されます。会場では、生産者自慢の高級品種の金魚
の販売や毎年恒例となった約２万匹の金魚すくい、高級稚
魚の金魚すくいに加えて、金魚をあしらった江戸風鈴など
の模擬店も出展されます。夏休みに入った子どもたちや親
子連れ、金魚愛好家など多くの来場者が訪れます。

江戸川区特産金魚まつり月7
様々な観賞魚が一挙展示。美しい観
賞魚の姿に思わず見とれてしまう

2

の
日
本
三
大
産
地
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
高
度
成
長
を
経
て
、
急
速
な
都

市
化
や
河
川
の
水
質
汚
濁
で
、
養
殖
業
者
は

関
東
近
県
に
移
転
し
現
在
は
２
軒
の
養
殖
業

者
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

区
の
養
殖
業
者
は
良
質
な
金
魚
の
伝
統
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
金
魚
の
美
し
さ
を
競
う
「
日
本
観
賞
魚
フ

ェ
ア（
後
述
）」
内
の「
全
日
本
金
魚
品
評
会
」

で
は
、
江
戸
川
区
産
の「
琉り

ゅ
う

金き
ん

」が
同
品
評

会
最
高
峰
の
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
数
多

く
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

夏
を
代
表
す
る
花
　朝
顔
の
栽
培

　
江
戸
川
区
の
花か

卉き

園
芸
は
、江
戸
時
代
に
大

杉
地
区
の
あ
た
り
で
菊
の
栽
培
が
始
ま
り
、明

金
魚
三
大
産
地
の
誇
り

　
江
戸
川
区
の
金
魚
養
殖
は
、
明
治
末
頃
に

金
魚
生
産
者
が
水
質
良
好
な
江
戸
川
区
に
移

転
し
て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大

正
12
年
の
関
東
大
震
災
以
降
、
金
魚
の
更
な

る
需
要
増
大
と
砂
町
方
面
の
工
業
化
に
伴
い

区
に
小
売
業
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
金
魚
養

殖
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
養
殖
池
は
、
耕
地

な
ど
へ
の
転
用
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
金
魚

の
品
種
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
ま
し
た
が
、
終

戦
を
迎
え
、
金
魚
養
殖
は
復
活
し
、
最
盛
期

に
は
23
軒
の
養
殖
業
者
で
、
５
０
０
０
万
匹

の
金
魚
が
生
産
さ
れ
、
江
戸
川
区
は
愛
知
県

弥や

富と
み

市
、
奈
良
県
大
和
郡
山
市
と
並
ぶ
金
魚
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夏
と
聞
い
て
、
金
魚
や
朝
顔
、
浴
衣
や
風
鈴
、
扇
子
な
ど
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
こ
れ
ら
が
江
戸
川
区
の
特
産
品
で
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

夏
に
向
け
て
生
産
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
季
節
、
江
戸
川
区
の
夏
の
風
物
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
川
区
な
ら
で
は
の
夏
を
巡
る

江
戸
川
を
彩
る
夏
の
風
物
詩

　
　〜
金
魚
と
朝
顔
、そ
し
て
伝
統
工
芸
品
〜

江戸川区特産の金魚をあしらった伝統工芸品
❶つりしのぶ、❷江戸風鈴、❸江戸ゆかた、❹江戸扇子

えど金ちゃん
区特産の金魚を全国にＰＲするため、
金魚をもっと身近に感じてもらうため
に生まれたキャラクター。イベントで
は子どもらから人気を集めています
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る
花

　朝
顔
の
栽
培

　
江
戸
川
区
の
花か

卉き

園
芸
は
、江
戸
時
代
に
大

杉
地
区
の
あ
た
り
で
菊
の
栽
培
が
始
ま
り
、明

金
魚
三
大
産
地
の
誇
り

　
江
戸
川
区
の
金
魚
養
殖
は
、
明
治
末
頃
に

金
魚
生
産
者
が
水
質
良
好
な
江
戸
川
区
に
移

転
し
て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大

正
12
年
の
関
東
大
震
災
以
降
、
金
魚
の
更
な

る
需
要
増
大
と
砂
町
方
面
の
工
業
化
に
伴
い

区
に
小
売
業
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
金
魚
養

殖
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
養
殖
池
は
、
耕
地

な
ど
へ
の
転
用
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
金
魚

の
品
種
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
ま
し
た
が
、
終

戦
を
迎
え
、
金
魚
養
殖
は
復
活
し
、
最
盛
期

に
は
23
軒
の
養
殖
業
者
で
、
５
０
０
０
万
匹

の
金
魚
が
生
産
さ
れ
、
江
戸
川
区
は
愛
知
県

弥や

富と
み

市
、
奈
良
県
大
和
郡
山
市
と
並
ぶ
金
魚

広報担当おすすめスポット
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江戸川区

夏
と
聞
い
て
、
金
魚
や
朝
顔
、
浴
衣
や
風
鈴
、
扇
子
な
ど
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
こ
れ
ら
が
江
戸
川
区
の
特
産
品
で
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

夏
に
向
け
て
生
産
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
季
節
、
江
戸
川
区
の
夏
の
風
物
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
川
区
な
ら
で
は
の
夏
を
巡
る

江
戸
川
を
彩
る
夏
の
風
物
詩

　
　〜
金
魚
と
朝
顔
、そ
し
て
伝
統
工
芸
品
〜

江戸川区特産の金魚をあしらった伝統工芸品
❶つりしのぶ、❷江戸風鈴、❸江戸ゆかた、❹江戸扇子

えど金ちゃん
区特産の金魚を全国にＰＲするため、
金魚をもっと身近に感じてもらうため
に生まれたキャラクター。イベントで
は子どもらから人気を集めています

❶ ❷

❸ ❹

43 広報担当おすすめスポット“わたしのまち”　第37回
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経
済
と
環
境
と
が
調
和
し
た
二
酸
化
炭
素

の
排
出
が
少
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
地
球
を

良
好
な
状
態
で
子
ど
も
た
ち
や
さ
ら
に
未
来

の
人
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
こ
の
条
例
の
も
と
、
区
は
区
民
や

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
が
評
価
さ
れ
、
平
成
21
年

に
は
、
国
か
ら
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
は
、
持
続
可
能
な
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
高
い
目
標
を
掲
げ

て
先
駆
的
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
都
市

で
す
。
現
在
、
全
国
で
23
都
市
あ
り
ま
す
が
、

都
内
で
は
千
代
田
区
だ
け
が
唯
一
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
千
代
田
区
は
日
本
の
経
済
の
中
心
、
だ
け

ど
比
較
的
緑
が
多
く
て
、
産
業
と
自
然
の
調

和
が
と
れ
た
、
過
ご
し
や
す
い
区
だ
よ
ね
。」

「
今
よ
り
も
っ
と
千
代
田
区
を
緑
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
『
緑
の
区
、
千
代
田
』
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
し
た
い
ね
。」

　
こ
の
よ
う
な
対
話
で
は
じ
ま
る
千
代
田
区

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
は
、
中
学
生
の
対
話

を
前
文
に
盛
り
込
ん
だ
全
国
的
に
も
め
ず
ら

し
い
形
の
条
例
で
す
。

　
平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
区
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
１
９
９

０
年
に
比
べ
て
25
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
よ
う

と
自
治
体
で
は
じ
め
て
具
体
的
な
数
値
目
標

を
定
め
ま
し
た
。

千
代
田
区
は
、
企
業
や
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
が
多
く
立
地
す
る
地
域
で
す
。
官
庁
街
で
あ
る
霞
が
関
、

企
業
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
大
手
町
や
丸
の
内
・
有
楽
町
、
電
気
街
の
あ
る
秋
葉
原
、
学
生
街
・
古
本
屋
街

と
し
て
知
ら
れ
る
神
保
町・お
茶
の
水・水
道
橋
な
ど
、様
々
な
街
並
み
が
そ
ろ
い
ま
す
。
い
ま
、千
代
田
区
で
は
、

区
民
・
企
業
・
学
校
な
ど
が
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
自
主
的
に
取
り
組
む
基
盤
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

区
で
は
明
治
大
学
の
学
生
と
協
力
し
、
区
内
企
業
の
平
成
27
年
度
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
の
主
な
取
組
を

ま
と
め
た
事
例
集
「
御お

仕し

事ご
と

“
恵え

呼こ

化か

”
見み

本ほ
ん

帖ち
ょ
う」

を
発
行
し
ま
し
た
。

地
域
が
支
え
る
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
千
代
田
区

　
　〜
区
民・企
業・学
校
が
自
主
的
に
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
取
り
組
む
ま
ち
〜

環
境
モ
デ
ル
都
市・千
代
田
区

千代田区が平成23年に開始した温暖化配慮行動計画書制度に
より優れた取組を行う事業所に授与されるトロフィーは、姉妹
都市で秋田杉の産地である五城目町で作られた、天然秋田杉と
神代杉の組子細工が施されたもの

広報担当おすすめスポット
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千代田区
平成21年に国から環境モデル都市として選定された千代
田区。東京23区の中心にありながらみどりが多い。
❶ボート場から見た千鳥ヶ淵、❷半蔵門の入口から見た官
庁街、❸正門石橋、❹正門石橋前から見た丸の内、❺靖国
神社側から見た千鳥ヶ淵

❷ ❸

❺

❶

❹
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◆
つ
り
し
の
ぶ

　
つ
り
し
の
ぶ
は
、
竹
な
ど
の
芯
材
に
山
苔

を
巻
き
つ
け
、
シ
ノ
ブ
草
を
は
わ
せ
た
観
賞

用
の
樹
木
で
す
。
江
戸
時
代
に
庭
師
た
ち
が

お
得
意
様
へ
の
お
中
元
用
に
作
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
、
軒
下
な
ど
に
吊
る
し
、
涼
を
取

る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
卓
上
で
楽
し
め
る
品
も
誕

生
し
、
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

◆
江
戸
ゆ
か
た

　
江
戸
ゆ
か
た
は
、
柄
が
繊
細
で
細

か
い
こ
と
か
ら
現
代
で
は
染
色
が
困

難
と
さ
れ
る
「
古
代
柄
（
江
戸
〜
明

治
時
代
の
染
型
紙
）」
を
再
現
・
復

刻
さ
せ
た
浴
衣
で
す
。
全
国
か
ら
収

集
し
た
約
３
万
枚
の
古
代
柄
を
用
い
、

染
色
か
ら
乾
燥
ま
で
全
て
手
作
業
で

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
古
代
柄
を
複
数
組
み
合
わ
せ
た
独

自
の
絵
柄
と
裏
面
に
も
現
れ
る
鮮
や

か
な
色
合
い
が
、
魅
力
を
一
層
際
立

た
せ
て
い
ま
す
。

◆
江
戸
扇
子

　
江
戸
扇
子
は
、
江
戸
の
町
人
文
化

か
ら
生
ま
れ
、
30
も
の
工
程
を
職
人

１
人
で
製
作
す
る
伝
統
工
芸
品
で
す
。
き
ら

び
や
か
な
京
扇
子
に
比
べ
、
骨
の
数
が
少
な

く
折
り
幅
が
広
い
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
で

は
都
内
で
わ
ず
か
数
人
と
な
っ
た
職
人
が
、

伝
統
の
技
を
受
け
継
ぎ
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
パ
チ
ッ
と
音
を
立
て
て
き
れ
い
に
閉
じ
る

様
か
ら
、
江
戸
の
粋
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
行
わ
れ
る
「
第
45
回
江
戸
川

区
特
産
金
魚
ま
つ
り
」
で
も
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
な
ど
の
広
告
物
を
通
じ
て
、
江
戸
川
区

の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
28
年
６
月
に
は
、
東
京
ブ
ラ
ン
ド
共

同
企
画
と
し
て
「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
。「
江
戸
て
ぬ

ぐ
い
」、「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
扇
子
」、

「
江
戸
風
鈴
」
と
い
っ
た
伝
統
工
芸
品
を
用

い
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
を
楽
天
シ

ョ
ッ
プ
「
え
ど
コ
レ
！
」
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
川
区
の
産
業
や
伝
統
文
化
が
広

く
国
内
外
へ
情
報
発
信
さ
れ
る
機
会
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
江
戸
川
区
の
夏
の
風
物
詩
を
満

喫
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
江
戸
川
区
の
伝
統

や
文
化
を
全
国
や
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

区
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
「
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
活
用
す
る
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

区
の
伝
統
産
業
で
あ
る
金
魚
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
江
戸
川
金
魚
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と

「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
＆
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
の
２
種
類
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「第34回日本観賞魚フェア」で、初め
て「＆TOKYO」のロゴ・キャッチコ
ピーを使用し、「リュウキン」の画像
とともに全国に向けてアピールした

江戸扇子職人の松井宏さ
ん。花菖蒲など季節に合
った扇子も人気

江戸川区
広報担当おすすめスポット
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＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
取
組

江戸風鈴職人の
篠原儀治さんと
由香利さん。子
孫代々伝統が受
け継がれている

都内では唯一とな
ったつりしのぶ職
人の深野晃正さん

「EDO&TOKYO」のロゴを用いた５色展開の
商品。現代的で洗練されたデザインは、江戸の
粋を感じつつ、新たな魅力を発揮している

江
戸
て
ぬ
ぐ
い

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
扇
子

江
戸
風
鈴

３万枚もの古代型を所有。
丹精込めて染め上げる江戸
ゆかた職人髙橋榮一さん

44平成28年7月　No.316


